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グループホームのための“見守り”介護支援システム 
Development of a Mimamori-Care System in a Group Home 
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We developed a mimamori-care system to monitor persons with dementia (PWD) in a real group home. “Mimamori” is a 
Japanese word meaning watching someone or monitoring something. “Mimamori-care” implies not only watching PWD but 
also supporting their independence to ensure adequate dementia care. The most essential design concept of the system is to 
respect his / her personhood in dementia care. A new finding was acquired from a joint collaboration of the opinion of 
caregivers and the insight of researchers. Some useful effects of this system in dementia care have already been revealed. 

 

1. はじめに 

1.1. 知的クラスター・プロジェクトとは 
知的クラスター創成事業金沢地域「石川ハイテク・センシン

グ・クラスター構想」（文献[ISICO 04]）は、平成１６年度から平成

２０年度まで続く文部科学省の国家プロジェクトである。「早期痴

呆診断支援技術の開発・予防型社会システムの構築を目指し

て」という副題が付いているように、主として認知症高齢者に対

するハイテクセンサの研究成果を結集し、石川県に知的クラスタ

ーを育成しようというプロジェクトである。プロジェクト全体の研究

総括は金沢工業大学の鈴木良次教授である。プロジェクトの全

体目標は認知症の発見、予防・治療、介護のためのシステム作

りおよびそれに関連する知的クラスター形成である。事務局は

石川県産業創出支援機構におかれている。 
石川県の「知的クラスター創成事業」は石川県内６グループ

からなっており、第一著者の立場はそのうちの一つである「アウ

ェアホーム実現のためのアウェア技術の開発研究」の研究代表

者(文献[ISICO 04])である。我々のグループは（アルツハイマー

患者、痴呆性老人を含む）認知症高齢者の人、その家族、介護

者のためのシステムを、ハイテクセンサ技術とアウェア技術によ

って構築することである。 
1.2. アウェアホーム・グループについて 

アウェアホーム・グループは北陸先端科学技術大学院大学、

新潟国際情報大学、石川県工業試験場、富士通北陸システム

ズ、東京農工大学のメンバからなっている。主力メンバは本学

知識科学研究科および知識科学教育研究センターの教官、大

学院生である。 
グループ内テーマは 2 カテゴリに分かれて主として 4 グルー

プが実質的にプロジェクトを推進している。 

(1) グループホームでの介護問題解決方法論の研究と入居

者・介護者の行動モデルの構築： 
グループホーム内認知症高齢者の様子を介護者が理解

する過程を支援する方法論の研究とグループホームの入

居者・介護者の行動モデルの構築に関する研究を行う。 
(2)グループホームでの介護支援システムの構築： 

位置情報アウェアネスを利用した支援システムの研究と介

護支援アウェア・グループウェアの研究開発を行う。 
 

図 1 研究グループの構成 
 

2. 研究開発事例の紹介 

2.1 認知症高齢者の介護支援方補論の構築 
グループホームで認知症高齢者を介護する方々を対象とし

て見守りを支援するシステムを開発してきた。見守り支援システ

ムを運用した結果、熟練介護者は積極的にシステムを利用する
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が、経験の浅い介護者はあまり利用しないことがわかった[高塚 
05]。このことは見守り支援システムを活用するには介護スキル

が必要であることを示している。そこで介護スキルの獲得を支援

するため、映像を使って介護教育や引継ができる仕組みを整え

ている。将来的には見守り支援システムと連係させるが、介護の

様子を録画することに対しては介護者の抵抗感も強く、理解を

得て映像を撮り貯めていくには長期的取り組みが必要である。

また映像の質や分類方法、記述内容など検討すべき事項も多

い。 
 認知症高齢者の介護では「その人らしさ（Personhood)」の尊

重が重視されているが、「その人らしさ」へのアプローチは確立

されていない。熟練介護者が認知症高齢者の気持ちをどう理解

しているかが、「その人らしさ」アプローチへの手がかりになると

考える。 
 1970 年代には系統だった認知症介護の方法論が全く存在

しなかったが、1980 年代には介護技術としてボディーメカニック

スの考え方が確立された。スキルというと、一般には介護の身体

技術とみなされるが、近年－－特に WHO が ICF （International 
Classification of Functioning:国際生活分類）を採択した 2001
年以降－－は、介護の医学モデルと社会モデルの調和が課題

であり、要介護者の主観性（気持ち）に迫るスキルが必要となっ

てきた。 
「その人らしさ」へアプローチするには、豊富な経験と的確な

洞察力を持った介護者のアブダクションが必須である。熟練介

護者はアブダクション→ディダクション→インダクションという過

程を何度も繰り返すことで、効率的に「その人らしさ」にアプロー

チしている。認知症高齢者の「その人らしさへの効率的なアプロ

ーチ」を支援するツールとして本システムは有効に機能すると考

える。 
 

 
  

図２ 介護スキル習得支援システムの画面 

 

2.2 RFID マット 
「その人らしさ」を重視した介護を行ううえでは、入居者である

認知症高齢者の個人特性を知ることが必要である。グループホ

ームは小規模な施設であることにより個人に即した介護を行い

やすいといえるが、反面、介護者の人数が限られているため特

に夜間における負担は大きく、「その人らしさ」を十分に考慮し

づらい点も併せ持っている。 
そこで、グループホーム内における認知症高齢者の個人の

行動履歴を記録し、それを利用することによって、より「その人ら

しさ」を重視した介護を行えるようにすることを目的として、RFID
技術を応用し、スリッパに取り付けたタグをマット状のリーダで読

み込むことにより、入居者がいつ、どこに居たかを自然に、かつ

長期的に記録するシステム[三浦 08]を開発した。 
昨年の 11 月に能美市のグループホームに 21 台のリーダ導

入が完了し、現在実証実験を行っている（図３）。記録されたデ

ータから、介護者に提供して有効性の高い情報を生成するため

の検討を行っている。また、データを分析するためのワークベン

チとなる行動履歴（ログ）視覚化システム（図４）、合成音声によ

って現在の状況を介護者に逐次伝える機能や、行動の量をグ

ラフ化して提示する機能を実装している。これらの機能を今後さ

らに発展改良していくことにより、入居者の個人的かつゆるやか

で長期的な変化で、介護者が気づきにくい部分に気づくことが

でき、対応策を講じるといったことが可能になると考えている。 
 

 
図３ グループホームの廊下への RFID マットの 

導入 
 

 

 
図４ 行動ログを時系列表示するビューア 
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2.3 見守り介護支援システム 
カメラ映像による見守りをベースに、ＵＨＦ帯ＩＣタグの位置検

出と連携し、図５に見られるような介護者を支援するシステムを

研究開発[中川 08]した。ＩＣタグの中に埋込まれた情報から、入

居者の識別や位置をディスプレイに表示させ、介護者から直接

見えない場所でも、入居者の行動把握が可能となり、介護者の

作業負担を減らすことを実現した。 
 

 
図５ 実験用協調介護支援システム 

 
さらに、ディスプレイに表示された入居者のマークを押すと、

カメラ映像に切り替わり、介護者は目視で離れた場所にいる入

居者の行動を見守ることができる。また、認知症で問題となって

いる徘徊に対して、徘徊癖のある入居者が玄関を通過すると、

ディスプレイに通知すると共にアラームを鳴らし介護者に徘徊の

事態を認識させる。同時に、カメラ映像を表示し、スナップショッ

トの保存までを自動的に行う。この保存された画像は、外出した

認知症の入居者を捜す有効な手段となり、ここでも、介護者の

負担を軽減することを実現している。 
  このシステムは、実際のグループホームに導入して実証実

験中(図 6)であり、今後は検知の精度を上げるなど、実用化に

向けて信頼性を高めるための改良を行う。また、検知部分で、Ｕ

ＨＦ帯ＩＣタグ以外の 4.2 RFID マットでの検知などと組み合わせ

て、より複合的なデータを取得して蓄積可能とし、将来的にはこ

れらのデータから、検知から予防に向けたシステムの開発に展

開する計画を立てている。 

3. おわりに 
本プロジェクトのねらいはハイテクセンサを用い、何らかのア

ウェア情報をブロードバンド通信で配信し、お互いの潜在的ア

ウェア能力を駆使し、安心・安全な予防型社会を構築できるアウ

ェアホームを建設しようというものである。その構想は遠大である

が、知識創造支援技術あるいは発想支援技術[2]の副産物で生

まれたアウェア技術[國藤 02, JAIST 03,中川 05, 小柴 06, 小柴

08,武井 06]の応用可能世界[JCS 04, JCS 05, JCS 06, JCS 07, 
JCS 08]は日夜拡大中である。 
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図６ グループホームでの実証実験 
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